
 美瑛岳コース概況

 

　 美 瑛 岳 への アプロ ー チはい くつ か あるが 、 今 回 は道 道 966 号 十勝 岳 温 泉 美瑛 線 （十 勝岳 スカ イラ イ

ン）の美瑛町にある標高 930m の望岳台からスタートする。現在も活発に火山活動する十勝岳は、噴火

 警戒レベル１である。

　 望岳 台には、 2016 年 に十勝 岳望岳台 防災 シェルターが設置 された。 突発的 な噴火 による噴 石から

身 を 守 るため の緊 急 避 難 施 設 (避 難 シ ェ ル ター )で、 非 常品 や食 料 な ど を備 蓄 しているほ か 、非 常 用 発

電 機 も 設 置 さ れ て お り 、 即 時 救 出 が 困 難 な 場 合 に は 、 一 時 滞 在 施 設 と し て の 機 能 を 備 え て い る 。 ト イ

レ、避難スペースは 24 時間開放しており、大型モニターによる火山の監視映像や火山活動・気象情報

等の表示による情報発信も行われているが、冬期間は道道 966  号も併せて閉鎖されている。

 

　 望 岳 台 か ら は 、 十 勝 岳 連 峰 を 見 渡 す こ と が で き る 。 南 か ら 富 良 野 岳 、 三 峰 山 、 上 富 良 野 岳 、 上 ホ ロ

カ メットク山、 十勝 岳、美 瑛岳、 美瑛富 士、石垣 山、ベベ ツ岳、オプタテシケ山 とつづ く山 容は壮観であ

 る。

　 登 山 道 は、 火 山 灰 と火 山 れ き の緩 や かで 平 坦な 斜 面 が続 くが 、 死者 ･行 方 不 明 者 144 名 を出 した  
1926 年 5 月 24 日の噴火時の大規模な泥流のあとでもある。  植生は少しずつ回復しており、ハイマツ・

ミ ヤマハンノキ、 ６月 から８月にかけては、イソツツジ、  マルバシモツケ、  ウラジロタデ、シラタマノキ、イ

 ワブクロなどの高山植物もところどころに見られる。

　 十勝岳避難小屋の直下の 1258m にある分岐を東に進み小さな硫黄沢を渡り尾根を少し登ると、雲ノ

平のトラバースとなる。植生は豊かで、前出のものはもちろん、メアカンキンバイ、ミヤマキンバイ、ミネヤ

ナギ、クロ ウスゴ、 コケモモ 、エゾノ ツガザ クラ、 アオノ ツガザ クラ 、ミ ネズオウ 、イ ワウメな ど時 期によ って

多 くの 高山 植 物 が見 ら れる。ま た、ナキ ウ サ ギ、キ タキ ツ ネ、ギン ザン マシコ な ども 見ることがで きるかも

 しれないが、ヒグマにも注意を払おう。

　 雲 ノ 平 は 十 勝 岳 の 摺 鉢 火 口 、 昭 和 火 口 な ど の 中 腹 の 斜 面 で 、 斜 面 の トラ バー ス は 1500m の 高 度 を

保 ちな がら 十 勝 岳 を 回 り込 む。 斜 面 の奥 か らは 爆 裂 火 口 をも つ 美 瑛 岳 が 姿 を現 す 。 爆 裂 火 口 から 続 く

ポンピ沢にある勝瑛ノ滝は落差が 20m ありアバレ川へ下る。トラバースの終わりには、その支流である函

状 の 沢 が あ る 。 こ の 沢 は 深 く え ぐ れ て お り 、 沢 底 ま で 鉄 製 の ハ シ ゴ が 設 置 さ れ て い るが 慎 重 に 通 過 し て

ほ しい。沢 を登 りきり右 手にエゾコザクラなどのお花畑を見ながら少し下ると、よい水場でもあるポンピ沢

と な る 。 こ こ で 一 息 入 れ 、 沢 を 渡 る と 崖 混 じ りの 急 登 が 待 っ て い る。 ミ ヤ マ ハ ン ノ キ や ウ コ ン ウ ツ ギ 、 ウ ラ

ジロナナカマド、タカネナナカマドなどのかん木の斜面である。登り切ると平坦となりしばらく進むと視界が

 広がり、美瑛富士との分岐に出る。この沢地形には遅くまで雪渓が残りアバレ川に下る。

　 分 岐 を 右 に 折 れ、 美 瑛 岳 の 主 稜線 に取 り付 く 。 ここ か らは 一 気 に 高 山 帯 とな り、 雪 渓が 溶 け たあ とか

ら次々と高山植物が咲くお花畑が頂上まで続く。前出以外では、コメバツガザクラ、ジムカデ、イワヒゲ、

イ ワ ブ ク ロ 、 キ バ ナシ ャク ナ ゲ 、 コ ガ ネ ギク 、 初 秋 に は エ ゾ オ ヤ マ ノ リ ン ド ウ な ど が 咲 き 誇 る。 登 山 道 は 爆

裂 火口沿 いを登るので、右手に雲ノ平から続くトラバース道と函状の沢、火口越しに十 勝岳の豪壮 な姿

が 眺 望で きる 。美 瑛 岳山 頂 は爆 裂 火 口 の一 角に ある。火 口 は赤 茶 け た火 山れ きの 深く えぐ られた斜 面

で かな りの高 度 感 がある。 この 先は十 勝 岳 への 縦走 路 とな り、 途中 左 に下ると美 瑛富 士 とのコルへ と続

 き、美瑛富士避難小屋からオプタテシケ山への縦走路となる。

　 美瑛岳 は十 勝岳連 峰のほぼ中央に位 置することもあって展望は素晴らしい。南西方向は、爆 裂火口

越 し に 木 々 も 全 く な い 活 火 山 で あ る荒 々 し い 十 勝 岳 、 そ の 右 奥 に は 富 良 野 岳 、 さ ら に 奥 に は 芦 別 岳 の

夕 張 山 地 が あ る 。十 勝 岳 の 左 に は 独 立 峰 のよ う な 下 ホ ロ カ メ ッ トク 山 、 さら に その はるか 向 こ うに は 、 今

年 新 たに国 立 公 園 に指 定 された日 高 山脈 が ある。北 東 方向 には、 アイヌ 語で「槍 がそこにそり立っ てい

る 山 」と い う 意 味 を も つ オプ タ テ シ ケ 山 、 右 奥 に は 百 名 山 のトム ラ ウシ 山 、 左 奥 に は大 雪山 系 主 峰 旭 岳

をは じめとす る山 々 を望 むこ とが でき る。北 には コル を挟 んですぐ近 くに、 平坦 で意外 に広 い山頂 をもつ

 美瑛富士が望まれる。



　 下りは来た道をもどるが、ポンピ沢への下りは、岩と急斜面に注意することと、函状の沢の通過も慎重

 にお願いしたい。

                                                        


